
第４回 田布施町庁舎問題等検討町民委員会次第

平成２８年５月３０日(月 )

午後６時３０分～

町 役 場 ３ 階 議 員 控 室

１ 委員長あいさつ

２ 協議事項 （議長：委員長）

（１）前回委員会以後の経緯、概要について

（２）今後の対応

（３）その他

・委員の交代について

各団体で委員の交代がありましたら、総務企画課総務係（担当：森）までご連絡

をお願いします。（直通 TEL52-5802）

・その他



No 氏　　　名 役　職 　団　　体　　名　　等

2 泊　　淨人 会　長 　田布施町自治会連絡協議会

3 谷村　賢二 副会長 　　　　　　〃

4 藤本　俊一 事務局長 　田布施町老人クラブ連合会

5 今津　邦彦 会　長 　田布施町心身障害者協議会

6 田縁　和明 事務局長 　田布施町社会福祉協議会

7 木村　節郎 会　長 　田布施町まちづくり推進協議会

8 兼本　哲夫 副会長 　田布施町商工会

9 北川　順弘 支店長 　山口銀行田布施支店

10 梅城　英明 支所長 　南すおう農業協同組合田布施支所

1 東　　浩二

2 本城　嘉也

3 亀田　典志

4 山田　　浩

5 森　　　清

田布施町庁舎問題等検討町民委員会委員名簿

1 紙矢　健治 教　授 　徳山大学経済学部

事務局等

　副町長

　学校教育課 課長

　総務企画課 課長

　総務企画課 課長補佐

　総務企画課 課長補佐兼総務係長



庁舎問題等の対応状況について

平成２８年５月３０日

１）第３回委員会以後の経緯、概要について

年 月 日 経 緯 ・ 概 要

平成 27 年 11 月 30 日 第３回庁舎問題等検討町民委員会を開催

○協議概要

前回委員会以後の経緯、対応について

前委員会でのご提言・ご要望の確認

現在、検討中の庁舎利用計画（案）について

今後の進め方等について

12 月 18 日 町議会全員協議会

（旧田布施工業高校の利用レイアウト変更に伴う事業費の試算）

平成 28 年 1 月 25 日 県教育委員会とワーキンググループ協議

（平成２８年度の県の予算・スケジュール、日影規制部分の所有の考え方）

1月 29 日 町議会全員協議会

（庁舎問題等検討町民委員会の要望等を踏まえた各階配置変更、別館のレ

イアウト、日影規制、概算経費等）

2月 18 日 県柳井土木事務所において旧田布施工業高校への進入路拡幅に向けた協議

（県教育委員会が同席）

○協議概要

県道路整備課との協議の事前協議として、出入口周辺の現況、役場移

転後の予想される車両数や問題点等について。

2月 23 日 県庁道路整備課において協議

○協議概要

【資料１】…間口とみなされる場合は、現状の拡幅でよいが、安

全対策について十分配慮する必要性は変わらないため、

交通量調査を実施するとともに、町が示した西側拡幅案

だけではなく、東側拡幅案等についても検討して示すこ

と。

【資料２】…進入路の拡幅により、そこが交差点とみなされる場

合には、交差点として十分に安全が確保された形状とし

なくてはならない。

その他 …進入路周辺についても「福祉のまちづくり条例」にそっ

たバリアフリー対策が必須と考えられる。

道路整備課内で協議して、後日、回答する。

3月 3日 県道路整備課から回答

○回答の内容…本件は、町道の拡幅を伴う県道への接続であることから、

間口ではなく、交差点と考える。そのため、当課（柳井土木事務所経

由）と県警交通規制課（柳井警察署経由）と交差点協議をすること。

3月 22 日 町議会総務文教委員会で、陳情書「現庁舎は耐震化し財源の見通しが立っ

た後、現在地に新築を要望する」【資料３】採択

3月 24 日 町議会で、陳情書「現庁舎は耐震化し財源の見通しが立った後、現在地に

新築を要望する」【資料３】採択



２）今後の対応

４月１４日に発生した熊本地震により、複数の自治体において庁舎機能が失われる事態が発

生した。近年、我が国においては地震活動が活発化しており、発生が懸念される南海トラフ大

地震のほかにも、山口県内にも大規模な地震を引き起こす可能性のある活断層が存在している。

住民サービスの継続や町民の安全を守る観点から、庁舎の耐震性の確保に向けた取り組みを

引き続き進めていく必要があるため、６月定例会上程予定の一般会計補正予算に調査費の計上

を予定。

○調査委託料 ５，０００千円（予定）

○調査の概要

①現庁舎の耐震補強案

・これまでの耐震補強案ではなく、別の観点から、業務の継続性を確保した耐震補強の

可否・工法・問題点を調整し、検討資料を作成

（可能な場合は、経費、レイアウト等）

②庁舎新築案

・庁舎を新築する場合の敷地、レイアウト、事業費、移転方法等の検討資料作成

③仮設庁舎

・工事期間中、仮設庁舎を建設する場合のレイアウト、事業費、移転方法等の検討資料

作成

・工事期間中、西田布施公民館などを仮庁舎として利用する等の検討資料作成

④その他

・必要事項について調査、資料作成

3月 29 日 県庁教育政策課において、県教委と協議

○協議概要

・町の現状について説明。

・県は今年度早々に、庁舎移転を前提としたレイアウトによる基本設

計を実施。

・県は６月頃に評価鑑定も実施し、今年度中に譲渡範囲や金額を定め

たい意向。

3月 30 日 部内会議

・県のスケジュールと、町における庁舎移転計画の進捗状況の乖離が

大きく、交差点協議をはじめとした旧田布施工業高校跡地への移転

計画を進めていくことが困難な状況と確認。

今後の対応を協議。

4月 8日 県教育委員会に対して、移転方針の取り下げを申し入れ。

5月 6日 町長が県知事と面会し、移転方針取り下げに至った経緯を説明。知事了承。







（資料３）



平成２７年６月１８日公布

田布施町庁舎問題等検討町民委員会設置条例

（設置）

第１条 現庁舎の老朽化等に伴う問題点を整理し、今後の庁舎整備に関する基本的方向を調査及

び検討するため、田布施町庁舎問題等検討町民委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２条 委員会は、次に掲げる事項について調査及び検討を行う。

（１）現庁舎の問題点に関すること。

（２）今後の庁舎整備に係る基本的方向に関すること。

（３）その他町長が必要と認めた事項

（組織）

第３条 委員会は、委員 10人以内で組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱する。

（１）学識経験を有する者

（２）町が関係する団体の構成員

（任期）

第４条 委員の任期は、今後の庁舎整備に関する基本的方向について、調査及び検討が終了する

日までとする。

２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長及び副委員長）

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。

（会議）

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。

２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求めて意見若しくは説明を聴

き、又は資料の提出を求めることができる。

３ 町長及び副町長は、委員会に出席し、発言することができる。

（庶務）

第７条 委員会の庶務は、総務企画課において処理する。

（雑則）

第８条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営その他委員会に関し必要な事項は、委員長

が委員会に諮って定める。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。

参 考


